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た。2013 年版の科学技術指標の主な注目点は以下のとおりです（下記、3. 4. につい
ては当研究所独自の調査分析結果）。 





2000-2002 年の平均では世界第 2 位でしたが、2010-2012 年の平均では米国、中
国に次ぐ第 3 位です。また、被引用数の高い Top10％補正論文数では、2000-2002
年の平均では第 4 位でしたが、2010-2012 年の平均では第 6 位です。さらに、被引
用数の高い Top1％補正論文数では、2000-2002 年の平均では第 4 位でしたが、
2010-2012年の平均では第 7位です。 
4. 各国・地域の発明の数を国際比較するための指標であるパテントファミリーを用い
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第 1 章：研究開発費 
(1)研究開発費の国際比較 






















































































第 2 章：研究開発人材 
(1)主要国の研究者の部門別内訳 
○ 主要国の研究者の部門別割合については、日本、米国、韓国では企業部門の研究者
の割合が 7 割を超えています。一方、イギリスでは大学部門の割合が最も大きく 6 割を
超えています。 




























































































































企業 大学 公的機関 非営利団体 その他％
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(2)日本の研究者における博士号取得者の割合の変化 
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博士号取得者/研究者
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第 3 章：高等教育 
(1)大学や大学院入学者数の状況 





○ 2012 年度では、大学学部入学生は前年度より 1.2％減少し、60.5 万人となりました。修
士課程の入学者数は前年度と比較すると、5.5％と減少し 7.5 万人となりました。博士課
程の入学者数は前年度と比較すると、0.8％減少し 1.6 万人となりました。 
 
 










































































2012 年では 84.3％です。理工系博士課程修了者については、2000 年代後半から「就









【図表 10】 理工系学部卒業生の卒業後の進路 【図表 11】 理工系修士課程修了者の卒業後の進路 
 
 






























































































































は、2000-2002 年の平均では世界第 2 位でしたが、2010-2012 年の平均では米国、中
国に次ぐ第 3 位です。また、被引用数の高い Top10％補正論文数では、2000-2002 年
の平均では第 4 位でしたが、2010-2012 年の平均では第 6 位です。さらに、被引用数の
















② 科学技術指標 2012 までは、概要において、整数カウント法による結果を示していましたが、今回から分
数カウント法による結果を示しています。 
 
詳しい内容につきましては本編第 4章 1節を御参照ください。 
(A)2000年-2002年（平均）
論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位
米国 210,237 26.9 1 米国 32,532 41.7 1 米国 3,957 50.7 1
日本 66,637 8.5 2 イギリス 6,266 8.0 2 イギリス 658 8.4 2
イギリス 55,075 7.0 3 ドイツ 5,389 6.9 3 ドイツ 500 6.4 3
ドイツ 52,399 6.7 4 日本 4,767 6.1 4 日本 367 4.7 4
フランス 37,652 4.8 5 フランス 3,676 4.7 5 フランス 309 4.0 5
中国 29,868 3.8 6 カナダ 2,857 3.7 6 カナダ 254 3.3 6
イタリア 27,176 3.5 7 イタリア 2,373 3.0 7 オランダ 180 2.3 7
カナダ 24,906 3.2 8 オランダ 1,907 2.4 8 イタリア 179 2.3 8
ロシア 21,528 2.8 9 中国 1,788 2.3 9 スイス 161 2.1 9
スペイン 19,346 2.5 10 オーストラリア 1,699 2.2 10 オーストラリア 139 1.8 10
(B)2010年-2012年（平均）
論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位
米国 258,421 21.6 1 米国 37,733 31.5 1 米国 4,480 37.4 1
中国 137,624 11.5 2 中国 10,965 9.1 2 中国 979 8.2 2
日本 64,579 5.4 3 イギリス 8,013 6.7 3 イギリス 862 7.2 3
ドイツ 61,731 5.1 4 ドイツ 7,992 6.7 4 ドイツ 802 6.7 4
イギリス 58,502 4.9 5 フランス 4,909 4.1 5 フランス 451 3.8 5
フランス 44,022 3.7 6 日本 4,809 4.0 6 カナダ 412 3.4 6
インド 40,627 3.4 7 カナダ 4,279 3.6 7 日本 394 3.3 7
イタリア 40,310 3.4 8 イタリア 4,138 3.5 8 イタリア 363 3.0 8
韓国 37,226 3.1 9 スペイン 3,442 2.9 9 オーストラリア 323 2.7 9
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Top10％補正論文数 全分野









2000年 － 2002年 (平均)
Top10％補正論文数全分野
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論文数 全分野
2000年 － 2002年 (平均)
国・地域名
全分野













【図表 14】 国・地域ごとのパテントファミリー数：上位 10 か国・地域 
 
国・地域名 数 シェア 世界ランク
日本 61,399 29.0 1
米国 47,556 22.4 2
ドイツ 30,724 14.5 3
韓国 18,466 8.7 4
フランス 11,082 5.2 5
中国 9,506 4.5 6
台湾 9,318 4.4 7
イギリス 8,752 4.1 8
イタリア 5,668 2.7 9


















































○ いずれの国でも 2009 年にハイテクノロジー産業貿易額が減少しています。 
 





○ いずれの国でも 2009 年に、ミディアムハイテクノロジー産業貿易額が減少しています。
この要因の一つとして、リーマンショックの影響が考えられ、ハイテクノロジー産業貿易
より、その影響が強く表れています。 
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